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役 員 の あ い さ つ
学校健康教育部会

市政　雅美

この度、学校健康教育

部会の理事をさせてい

ただくことになりました。

はじめてのことで、とて

も緊張していますが、仲

間の栄養教諭とともに、

がんばりますので、どう

ぞ、よろしくお願いいたします。

学校現場での管理栄養士・栄養士は、栄養教

諭・学校栄養職員として、学校給食管理を主

軸に、食に関する指導の推進に努めています。

日々、マニュアルに基づく厳格な給食の衛生管

理を行い、また食物アレルギーなどの個別の対

応も細心に行っているところです。私たちの多

くが、一人職種ではあるものの、「チーム学校」

として、教職員、家庭、地域と連携して、食育

推進を行うことが求められています。まず、仲

間とともに研修に励み、情報交換して、助け合

える体制が大切であると思います。そのために

お役に立てることができるよう、努めたいと思

います。どうぞ、よろしくお願いいたします。

学校健康教育部会
田中　由起子

この度、学校健康部会
の理事をさせていただく
ことになりました田中由
起子です。初めての理事
に、大変戸惑っておりま
す。学校現場では栄養教
諭として勤務し、児童生
徒への栄養指導、民間委
託への移行作業、中学校

との親子給食の立ち上げなどにも携わり、個別
に保護者と連絡調整するアレルギー個別対応
は、対応件数が年々増え、仕事は山積しており
ます。しかし、学校では職員室で勤務するため、
職務以外の電話の応対、保護者・児童生徒の対
応、来客の応対など、自分の職務も遂行できな
いほどの雑用に負われる日々で、皆疲れていま
す。大阪市では職務の評価も導入され、数字に
負われる毎日です。そんな中にお声があった理
事のお話で、私に何ができるのかと考えました。
栄養教諭として専門性を磨き、他の教職員にも
働きかけ、一つ一つ課題解決をしていかなくて
はなりません。そのためにも、会員の皆様と共
に栄養士会の研修に参加し、新しい知識を身に
つけていこうと思います。私たち栄養教諭の職
務内容の確立のためにも、頑張りたいと思いま
す。どうぞよろしくお願いします。

研究教育部会
宇佐見　美佳

この度、2 期目の理事

を務めさせていただくこ

とになりました、研究教

育部会の宇佐見美佳です。

先の 1 期目は右も左も分

からないまま、大阪府栄

養士会の様々な事業に関わらせていただき、学

ぶことが多い二年間でした。その中で自分の視

野の狭さに気づかされる場面が多々あり、管理

栄養士・栄養士の職務を俯瞰的に見るという視

点が重要であると改めて実感しております。引

き続き、今期も微力ながら会員の皆さまととも

に会の発展に寄与できるようがんばってまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。

研究教育部会
坂井　孝

この度、研究教育部会
の理事を務めさせていた
だくことになりました坂
井孝と申します。

研究教育部会の役割の
一つに、管理栄養士や栄
養士の資質向上が挙げら

れます。その資質向上には二つの事柄が含まれ
ていると考えています。一つは、養成校におけ
る教員の学生指導能力の強化です。つまり、教
員自身の教育力の強化です。もう一つは、現場
で活躍している管理栄養士や栄養士の研究能力
の強化です。つまり、日々の業務での疑問を解
決できる研究能力の強化です。これら二つの強
化には、栄養士会が企画・運営している生涯教
育や研修会などが重要な役割を果たしていると
思います。

私自身これまで栄養士会の活動へのかかわり
がありませんでしたが、理事に就任したことを
きっかけに、この栄養士会の活動を通じて、栄
養士や管理栄養士一人一人の能力を高め、社会
で活躍できるような人材の育成に微力ながら尽
力してまいります。よろしくお願いいたします。
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行政部会
木村　明美

この度、行政部会の部

会長をさせていただくこ

とになりました。理事に

なるのも初めてのことで、

身に余る重責ではござい

ますが、精いっぱい責務

を果たしたいと考えてお

ります。

人は生涯を通じて多様な栄養問題を抱えてい

ますが、現代は切れ目のないライフステージに

応じた支援だけでなく、社会的・経済的な格差

が健康格差を拡大させることを防ぐための食環

境づくりが求められる時代となりました。これ

らの問題に取り組むためには、地域や施設、教

育、行政など、様々な分野の栄養士が連携して

活動することが必要となってきます。

このように多様化する社会的ニーズや府民の

期待に応えることができるよう、専門職として

のスキルの向上、栄養情報の提供、各種団体の

連絡調整など、公益団体としての使命を果たす

ため、微力ではございますが誠心誠意努力いた

す所存でございます。皆様方のご指導ご鞭撻を

賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

行政部会
高井　美江子

この度、行政部会の理
事を務めさせていただく
ことになりました。

今、各自治体では国の
健康日本２１（第二次）・
第３次食育推進基本計画
を受け、それぞれ第２・

第３のステージとして計画が策定されています。
健康寿命の延伸と健康格差の縮小、生活習慣

病の発症予防や重症化予防の徹底、ライフス
テージに応じたこころの健康づくり、社会環境
の整備等の目標が設定され、「食育の推進」は、
朝食の欠食・野菜摂取量・共食・よく噛んで食
べる等改善すべき課題がまだまだ多く、引き続
き取り組みを進めていくことが必要とされてい
ます。

そういった計画・施策をより推進する上でも
不可欠である職域内外をわたってのネットワー
クづくり、会員の方々がより身近に感じること
ができる栄養士会活動等の一助を担うことがで
きればと思っています。

社会活動部と広報部を担当いたしますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

地域活動部会
吉山　美和

この度、前期に引き続
き地域活動部会の理事を
務めさせていただくこと
になりました。前期の 2
年間では在宅栄養ケア事
業を担う人材の育成に携
わらせていただきました。

地域活動部会の会員がたくさん参加され、すで
に各地域での訪問事業やケア会議の場などで活
躍されています。これからも府民の皆様の健康
を支援推進する事業などの充実、発展、人材育
成のためにお役に立てるよう取り組んでまいり
ます。

また各地域では、府民の皆様に対して食育や
介護予防活動など公益性の高い事業を活発に
行っております。これらの活動を広く周知して
いくためにホームページなどを活用して、情報
発信していきたいと思います。そして、魅力あ
る地域活動部会を紹介することにより、会員の
増加に繋げていきたいと思っております。

会員の皆様と共に頑張っていきますので、ご助
言、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

地域活動部会
橋本　通子

前回に引き続き、地域
活動部会の理事をさせて
いただくことになりまし
た。地域活動部会は、地域
の住民の方々の食生活に
専門職として関わる機会
が多い職域です。部会員

の中には、グループ等に属さず個々で頑張って
おられる方も多くおられます。部会員すべての
皆様がより活動しやすくなるために、理事会や
研修会等の情報を発信し、また、各グループに
属していない会員への連絡網を作り情報共有を
図るなど、地域部会の組織の基礎づくりを前期
は取り組んできました。今期は、その結果が表
に現せるよう、そして会員間で協同していける
ように努力していきたいと思っております。今
我が国は，地域の中で専門職が住民と共に協同
し、健康づくりの推進と見守りを兼ねた地域づ
くりを進めることが求められています。住民の
皆さまから必要とされる管理栄養士・栄養士と
なれるよう部会を展開していきたいと思います
ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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地域活動部会
巽　和枝

この度、地域活動部会
の理事をさせていただく
ことになりました。

十数年のブランクのあ
と、地域活動栄養士会に
入会し二十数年経ちまし
た。その間、管理栄養士・

栄養士を取り巻く環境も様変わりし、以前に比
べて活躍の場がどんどん増えてきています。ま
た、テレビなどでも管理栄養士・栄養士の姿を
見かけるようになりましたが、まだまだ地域で
は「栄養士さんはどこにいてるの？」と言われ
ることが多いです。

地域で開催される多職種連携会議などにも出
席させていただけるようになり、地元にも栄養
士はいますよと少しはアピールできるようにな
りました。地域包括ケアシステムの充実には栄
養士の存在は欠かせないのではと思います。

今後も大阪府栄養士会とともに、地域で活動
している栄養士の皆さんのお力になれるように、
頑張っていければと考えています。よろしくお
願いいたします。

地域活動部会
川﨑　美也子

引き続き、地域活動部
会の理事をさせていただ
くことになりました。

この 2 年間理事をさ
せていただいて感じたこ
とは、栄養士間のネット
ワークの力強さです。私

達の部会は、赤ちゃんから高齢者まで幅広い年
齢層を対象に活動を展開していますが、地域ご
とに作られたグループ、そしてそのグループ間
のネットワークが、その活動を支えているよう
に思います。私はフリーで活動してきましたの
で、改めて仲間づくりの大切さやありがたさを
感じました。

今、在宅栄養ケアの必要性が問われ、活動の
場を広げるチャンスが広がっています。また栄
養ケア・ステーション、そして大阪独自の登録
栄養ケアチーム制度も始まり、これからは新た
なネットワークも必要になってくるかと思いま
す。その横のつながりを、少しでも紡いでいけ
るように努めてまいりたいと思いますので、ど
うぞよろしくお願いいたします。

集団健康管理部会
松本　勲

引き続いて、集団健康
管理部会の理事を務めさ
せていただくことになり
ました。

1 期目は、何もわから
ないままで、少なくと
も自分の役割はこなして、

他の理事の方々に迷惑をかけないようにと心が
けてきました。毎月開催される定例理事会や会
員の方々に送付される「栄養大阪」に係る編集
会議に出席し、大阪府栄養士会の運営について
理解が深まりました。

集団健康管理部会は、会員数が他の部会より
も少なく、会員増を望んでおります。

周りに栄養士会に入会されていない方がおら
れましたら、「多くの栄養士と交流を深め、また
研修会に参加してスキルアップしましょう」を
口説き文句に、是非、大阪府栄養士会の入会を
勧めて頂くように、よろしくお願いします。

集団健康管理部会
井上　範之

引き続き集団健康管理
部会の理事を務めさせて
いただきます。

現在、集団健康管理部
会は産業部会、防衛部会、
矯正部会の三部会合同で
構成されています。特に

産業部会は、給食業務の縮小や人員整理等で栄
養士の働く職場が減少しています。そのため、
勤務先の経営にも大きな影響を受け、栄養士に
もその余波は避けられない状況となっています。
少ない人員で効率よく、現場や事務管理と朝早
くから夜遅くまで激務な勤務内容となっている
ことと思います。その結果、入会されている皆
様は、休日開催の研修会に参加したくても出来
ない状況になっているのではないでしょうか。

本会の研修会は全国一との評価があり、その
開催する研修会への積極参加でスキルアップを
図っていくことが、将来への地位と資質向上に
つながると思います。

本会は今後も最新の栄養情報を発信し、会員
の皆様に少しでも応援とサポートが出来ればと
願いつつ、この度の就任のご挨拶と致します。
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病院部会
佃　暁子

引き続き、病院部会の

理事を務めさせていただ

きます佃暁子です。理事

をさせていただいて、栄

養士会が会長はじめ多く

の方のお世話のもと成り

立っているのだとつくづく感じています。多く

の会員の方とお話しさせていただく機会も増え、

若い人たちの頑張っている姿に、私にもお役に

立つことは無いかと考えるようになりました。

日々、予想もしないことが起き、戸惑うこと

もありますが、周りの人に助けてもらいながら

乗り越えられています。

栄養士の地位向上のためにも、皆さんに役立

つ情報が届けられるよう、一緒に頑張っていき

たいと思います。よろしくお願いします。

病院部会
内薗　雅史

前回に引き続き病院部

会の部会長をさせていた

だくことになりました。

病院部会の部会長とし

て 2 期目ですが 1 期目は

とにかく部会長の仕事を

こなすのに精一杯で、わからない所を諸先輩方

に教えていただきながらもなんとか 1 期目が終

わった印象です。2 期目の今回は少しでも自分

の力で業務をこなしていける範囲を広げるよう

頑張りたいと思います。

2018 年度の診療報酬改定で地域包括ケアシ

ステムの中で病院に働く管理栄養士が今、そし

て今後どのような業務に取り組んでいくべきか

が示され、益々業務が多忙になることも予想さ

れます。このような業務の変遷に対して会員の

皆様にできるだけの情報提供や研修会の開催が

行えるようにすることを今期の大きな目標の 1

つとして取り組んでいきたいと思っていますの

で、会員の皆様のご指導、ご協力の程よろしく

お願い致します。

病院部会
塚田　定信

前回に引き続き、病院

部会の理事をさせていた

だくこととなりました。

いよいよケアステー

ション事業だけでなく、

大阪府栄養士会独自の栄

養ケアチームもスタートしました。公益社団法

人として府民に対する正しい栄養情報発信、対

応としてこれらの事業をサポートしてまいる所

存です。

また、大阪府栄養士会理事として、会員様の

日々の業務、活動のサポート役としても身近な

窓口となれるよう努力してまいります。

今期も適切で、タイムリーな情報が会員の皆

様にお届けできるよう勤めさせていただきます

のでよろしくお願い致します。

病院部会
田中　治子

この度、2 期目の病院

部会理事を務めさせてい

ただくことになりました。

卒業後ずっと病院勤務

をして参りましたので、

他の職域の方と交流する

事はなかったのですが、この 2 年間は主に栄養

大阪の編集や在宅栄養ケアスタッフ研修会など

に関わらせていただき、様々な方と出会い協力

して働くなど、貴重な経験をさせて頂きました。

平成 30 年度は、6 年に一度の診療報酬と介護

報酬の同時改定があり、基本方針は医療・介護

関係者間の多職種連携、切れ目のない医療・介

護提供体制が確保されることが望まれるとされ

ています。今後は益々職域を超えた連携・取り

組みが重視され、新しい知識や考え方が必要に

なることと思います。会員の皆様に適切な情報

をお届けできるよう、微力ながら努力して参り

ますのでよろしくお願い致します。
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病院部会
藤井　千絵

この度、新たに大阪府
栄養士会の理事に就任い
たしました。

近年の医療現場の厳し
い状況の中、日々活躍さ
れている会員の皆様と共
に病院部会の栄養士とし

て様々な対応に取り組めるよう心がけ、これか
らの 2 年間皆様が栄養士会に入っていて良かっ
たと思っていただけるよう頑張って行きたいと
思います。この2年間にどんな事が出来るか、ど
うなるのか、何ができるのか・・不安がないと
いえばうそになりますが、今まで大阪府栄養士
会の理事としてご尽力の諸先輩の力をかりなが
らも自己なりに精一杯、前に進むしかないと自
身に言い聞かせて努めさせていただきます。お
役にたてるよう日々進んでまいりたいと思って
います。

何かと大阪府栄養士会会員の皆様にご協力を
お願いしなくてはならないことも今後多々ある
かとは思いますが、その時はどうぞよろしくお
願いいたします。大阪府栄養士会を会員の皆様
と盛り上げて行きたいと思います。

福祉部会
高田　敬子

前回に引き続き、福祉
部会の理事させていただ
く事になりました。前回、
初めて理事をさせていた
だきまして、何もかも初
めてのことばかりで諸先
輩方のご指導を受けなが
ら、少しでも皆様のお役
に立てるよう務めて参り

ました。その中で、多職種の方々と接する機会
もあり、それぞれの専門性を生かした役割や考
え方に触れることで、「栄養士にしかできないこ
と」を常に考えて多職種と連携していくことが
専門職として必要とされる存在になれるのでは
ないかと感じました。

2018 年 4 月の医療と介護保険の同時改正で
は、地域包括ケアシステムの構築に向けた医
療・介護・在宅の切れ目のないサービスを受け
られる社会を目指すための内容が盛り込まれま
した。その中で、栄養に関わる加算も新設され、
改めて栄養士の役割が期待されていると感じま
した。それに答えるためには、多職種との協働
が不可欠であり、対等に話が出来る知識や技術
を身につけることが大切になると思います。

今後、さらに栄養士が社会に必要とされる存
在になることを目指して、諸先輩方にご指導を
いただきながら、微力ではありますが、大阪府
栄養士会と会員の皆様のお役に立てるように頑
張りますのでどうぞ宜しくお願いいたします。

福祉部会
丸山　香央理

前回に引き続き、福祉

部会の理事を務めさせて

いただくことになりまし

た。2 期目は、この 2 年

間で先輩方から教えて頂

いた学びを活かし、また

反省点を改善しつつ会員の皆様のお役に立てる

よう努めてまいります。

平成 30 年の介護報酬改定では、施設に勤務

する管理栄養士は、業務内容の質の向上が求め

られていると感じました。また、今後益々在宅

への取り組みが管理栄養士・栄養士に期待され

るところです。会員の皆様と、一緒に頑張って

いきたいと思っておりますので、よろしくお願

い申し上げます。

病院部会
吉里　慶美

この度、病院部会の理
事をさせていただくこと
になりました。

これまでは研修等でお
世話になっていましたが、
これからは逆の立場にな
り、初めてのことで私に

何ができるのか大きな不安を抱えています。
今までの栄養士生活の多くを急性期病院で過

ごしてきましたが、現在は回復期リハビリテー
ション病院で勤務しています。回復期リハビリ
テーション病院では高齢者の患者さんが大多数
を占めていることもあり、「在宅で安心・安全に
日々を過ごす」が重要課題となります。栄養士
として、自宅での生活に不安がある患者さんや
その家族にどれぐらい寄り添えているのか、悩
むことも多々あります。そんな日々の悩みに耳
を傾けて、助言してくれる強い味方が大阪府栄
養士会にはいます。

私も微力ながら、皆様の味方になれるように
頑張りたいと思いますので、よろしくお願い致
します。
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福祉部会
河合　昌子

この度、初めて理事を
させて頂くことになりま
した福祉部会の河合昌子
です。　

現在、老人保健施設に
勤務しております。幸か
不幸か 18 年間、管理栄
養士として時代の移り変

わりを体感して参りました。
今回、理事の話を頂いた時は先輩理事にも相

談し、「何かの縁だから」とのアドバイスに後押
しされ、お引き受けすることになりました。

特に今回の介護報酬改正では、老人保健施設
での仕組みが大きく変わりました。

在宅復帰率・ターミナル率・吸引回数なども
考慮しながらの施設経営へ変化し、少なからず
食事も関係してきます。様々な部分で、細かな
幅広い知識が要求される形となりました。同じ
福祉部会であっても、老人保健施設で勤める者
しか知らない事も多くあります。

一人職場で悩んでいる若い栄養士・管理栄養
士も多くいるので、情報発信としての「繋がり」
に微力ではありますが尽力を尽くしたいと考え
ています。会員の皆様、ご指導ご協力をよろし
くお願い申し上げます。

福祉部会
栗田　恵

この度、福祉部会の理

事をさせていただくこと

になりました。

私は、公立病院に 13

年勤務した後、公立保育

所（現在は幼保連携型認

定こども園に移行）に異動となり、現在 9 年目

を迎えます。今の職場に異動になった際に一番

苦労した事は、施設では栄養士は 1 人職種であ

り、多岐に渡る様々な業務について相談できる

栄養士が職場内にいないという事でした。多く

の児童福祉施設に働く栄養士の方々も同じよう

な悩みを抱えておられるのではないかと思いま

す。そんな時、大阪府栄養士会が相談できる場

として、また研修等でスキルアップを図る場と

して身近な存在であるように、会員の皆様のお

役に立つことができれば、と思っております。

初めてのことで力不足とは存じますが、努力

してまいりたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。

監　事
　米谷　佳彦

この度 3 期目の監事を
させていただくことにな
りました。大阪府栄養士
会にとっては公益社団法
人として発足 5 年目にな
ります。ここで公益社団
法人のことを改めて申し

上げますと、公益社団法人とは、平成 20 年 12
月 1 日施行の「公益社団法人及び公益財団法人
の認定等に関する法律」に基づいて設立される
法人です。公益を目的とした事業、法律に定め
られた 23 事業のうち例えば「学術及び科学技
術の振興を目的とする事業」「高齢者の福祉の増
進を目的とする事業」「公衆衛生の向上を目的と
する事業」などがそうです。

本会が公益性の認定を大阪府知事から受け、
めでたく公益社団法人に移行したのは、平成 25
年 4 月。社会的にも信頼度を得られたというこ
とです。皆さん誇りに思ってください。

昨年に引き続き監事として本会予算・事業に
対し職務の執行を監査するという立場を踏まえ、
事業内容や予算・支出関係などに関わり、役員
と会員の皆様と共に本会の発展のため尽力して
いく所存です。今後ともよろしくお願いします。

監　事
田中　俊治

今期は、監事を務める
ことになりました。

平成 2 年より理事を務
めて参りましたが、今年、
古希をむかえたことで理
事職を離れ、監事として
今までとは違った側面で
本会の発展に貢献してい

きたいと考えております。
内閣府の公益社団法人の監事必携に【監事の

心得】がありました。
①地位に伴う職責を果たす（公益社団法人の

監事は、株式会社における監査役に相当す
る役員であり、その地位に伴う職責を果た
さなくてはなりません。）

②全ての監事に義務と責任（全ての監事は、
常勤・非常勤、 報酬の有無に関わらず、監
事としての義務と責任を負っています。）

③国民からの信頼を裏切らない（公益法人は、
法律に基づき認定され、税制優遇を受けて
活動する法人です。その監事は、国民から
の信頼を裏切らないよう常に自覚を持って
職務を遂行することが必要です。）
これらの 3 つの心得を胸に刻んで、監事業務

に努めますので、よろしくお願いいたします。
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会員外監事
北村　純夫

2 期目の会員外監事として、今回就任いたしました北村でございます。

1 期目の時は、栄養士会で皆様方がどのような活動をしておられるのか、ま

た、理事会等におきましても、専門用語、専門的な活動などわからないお話

が飛び交っておりました。そのたびに、同じ監事をされております米谷さん、

そして今回副会長にご就任されました中野さんを始め、色々な方々にそっと

教えてもらいました。

この 2 年間を振り返ってみますと、実に皆様方は、お仕事をされ、ご家庭では家事をされ、平日

は勿論のこと、土・日曜の休日さえ色々な栄養士活動等をされておられるのをつぶさに拝見してお

りまして、誠に頭の下がる思いでいるというのが実感です。どこにこのような「力」があるのかを

自分なりに考えてみますと、会の為に、会員の皆様方一人一人の「意欲」「やる気」という気迫さ

え感じるのであります。

これは一致団結をしていなければ到底このような「力」は出ません。藤原会長を先頭に実にすば

らしい結束だと思います。

さて、そこで、就任させて頂きました私にとって、何をしなければならないのかという事ですが、

やはり、私自身が歩んできた元公務員としての道を振り返りながら「法の遵守（コンプライアンス

の遵守）」を軸に、やっていきたいと考えております。と同時に、会の為に皆様と共に「前進」し

てまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い致します。


